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審査事件及び結果 

議案第９８号  令和元年度米子市一般会計補正予算（補正第３回）  ［原案可決］ 

議案第９９号  令和元年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第１回） 

［原案可決］ 

議案第１００号 令和元年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第３回） 

［原案可決］ 

議案第１０１号 令和元年度米子市後期高齢者医療特別会計補正予算（補正第１回） 

［原案可決］                                   

議案第１０２号 令和元年度米子市工業用水道事業会計補正予算（補正第１回） 

［原案可決］ 
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議案第１０３号 令和元年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第１回）［原案可決］ 
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午前９時５９分 開会 

○岡田委員長 それでは、ただいまから、予算決算委員会を開会いたします。 

 本委員会に付託されました議案第９８号から議案第１０３号までの６件を一括して議題

といたします。 

 なお、各分科会長からは、特段報告すべき事項はなかった旨の報告を受けております。 

これより、討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。 

岡村委員。 

○岡村委員（登壇） おはようございます。日本共産党米子市議団の岡村英治です。 

私は、議案第９８号令和元年度米子市一般会計補正予算補正第３回に反対し、否決する

よう求めて討論いたします。 

 当補正予算の中で、マイナンバーカード取得促進事業として４２２万円が計上されてい

ます。国の言いなりになって、市民にとって必要性に乏しいマイナンバーカードの取得率

を上げるために、市役所内に申請用の特設ブースを開設しようとするものです。身分証明

書になる、コンビニ証明が利用できる、オンライン行政手続きができる、こういったマイ

ナンバーカードの括弧つきのメリットを国は強調していますが、国民にとって利便性が感

じられないものです。実際、カードの取得状況は全国で１,７７２万枚、取得率が１３．９％、

これは今年８月末現在ですが、米子市内でも今月８日現在１万７，５６８枚、１１．８３％

にとどまっています。このように国民に不人気のカード取得を一気に引き上げようという

のが国の狙いです。国はこれから健康保険証としての活用、２０２１年３月や、過去の投

薬履歴を見れるお薬手帳の機能を持たせる同年１０月など、あの手この手でカードに機能

を持たせて普及を図ろうとしています。しかし、そのように情報が詰まったカードを持ち

歩くことは、紛失や盗難によって個人情報が漏れる危険性を増大させることにつながりか

ねません。そのカード取得申請のブースを設けるために１階の市民ホールが使えなくなる

ということも問題です。現在、市民ホールは正面玄関を入って左側の一角にあり、丸テー

ブル３台と椅子が１２脚備えてあります。市役所を訪れた市民の待ち合わせや会合前の打

ち合せなどに頻繁に利用されています。それを、ブースの設置工事が始まる来年２０２０

年２月から国がカード普及のめどとしている２０２３、令和５年３月まで、ブースが市民

ホールを占拠する格好になります。市では代わりのスペースを確保しようとしていますが、

１階の便利な場所にあった市民ホールが３年間も使えなくなることは許されません。市民

にとって利便性の乏しいマイナンバーカード、個人情報の漏えいの危険が強まるであろう

そうしたカードを取得させるために、市民ホールを３年間も使えなくする、そうした状況

は市民にとって何の利益ももたらしません。よって、マイナンバーカード取得促進事業を

盛り込んだ同補正予算案には反対するものです。 

○岡田委員長 通告による討論は終わりました。ほかに討論はありませんか。 

 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

これより、６件の議案を順次採決いたします。 
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初めに、議案第９９から議案第１０３号までの５件の議案を一括して採決いたします。 

５件の議案について、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○岡田委員長 御異議なしと認めます。 

よって、５件の議案については、いずれも原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第９８号令和元年度米子市一般会計補正予算補正第３回を採決いたします。 

本件について、原案のとおり可決することに賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立···安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、遠藤委員、 

奥岩委員、尾沢委員、門脇委員、国頭委員、田村委員、土光委員、戸田委員、中田委員、

西川委員、前原委員、三鴨委員、矢倉委員、安田委員、矢田貝委員、渡辺委員〕 

○岡田委員長 起立多数であります。 

よって、本件は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。 

午前１０時０４分 閉会 

 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。 

 

予算決算委員長 岡 田 啓 介 


